
岩手県内小水力発電施設事例集 
（令和８年３月） 

 

1 大志田ダム小水力発電所 

2 明治百年記念公園小水力発電所 

3 照井小水力発電所 

4 荻野小水力発電所 

5 普代ダム小水力発電所 

6 瀬月内ダム小水力発電所 

7 松川第一小水力発電所 

8 八幡沢小水力発電所 

9 一方井ダム小水力発電所 

10 松沢川小水力発電所 

11 和賀中央小水力発電所 

12 豊沢ダム小水力発電所 





















【⼩⽔⼒発電施設の概要】
最⼤出⼒ ： 48.1kW
年間発電量 ： 296,294kWh
最⼤使⽤⽔量 ： 2.00㎥/s
最⼤有効落差 ： 4.09ｍ
形式 ： 縦型特殊スクリュー発電⽔⾞
総事業費 ： 244,383千円
事業期間 ： 令和元年度〜令和４年度
施設所有者 ： 豊沢川⼟地改良区
施設管理者 ： 豊沢川⼟地改良区

運営状況等
◆ 年間発電量は 29万6千kwh

一般家庭の年間 約67世帯分

【4,432kWh/年・世帯で算出

出典：一般財団法人省エネルギーセンター「平成24年度待機時

消費電力調査報告書」】

◆ CO2削減量約218ｔ（石油火力と比べ算出）

【738ｇ-CO2/kWhで算出

出典：電力中央研究所「日本における発電技術のライフサイクル

CO2排出量総合評価」】

◆ 発電した電力は東北電力㈱へ売電、売電収入は土地改良施設の

維持管理費等に活用

◆ 非かんがい期の水利権を土地改良区が新たに取得。

通年発電が可能となり、採算性を確保。（かんがい期は従属発電で

あり、例年節水管理を行っている関係から、非かんがい期の発電が

メインとなる）
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松沢川⼩⽔⼒発電所
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【⽔路の概要（当該路線）】
県営かんがい排⽔事業により建設した農業⽤⽔路
⽔路名 ： 北幹線⽔路
形式 ： コンクリート⽔路
総延⻑ ： 7.6㎞
流量 ： 6.4〜5.2ｍ3/ｓ
受益⾯積 ： 2,975ha
竣⼯ ： 平成９年度
施設所有者： 豊沢川⼟地改良区
施設管理者： 豊沢川⼟地改良区

【事業スケジュール】
平成30年９⽉ 概略設計業務に着⼿（平成31年３⽉完了）
令和元年７⽉ 農業⽔路等⻑寿命化・防災減災事業採択
令和元年12⽉ 詳細設計・⽔利権申請書着⼿（令和2年3⽉完了）
令和２年12⽉ 岩⼿県⽔利権申請（令和２年12⽉許可）
令和３年６⽉ 東北電⼒系統連系申込（令和５年３⽉許可）
令和３年６⽉ 経済産業省FIT設備認定申請（令和４年３⽉認定）
令和３年１⽉ 発電所⼯事着⼿（令和５年２⽉完成）
令和５年３⽉ 発電開始

発電所全景
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右：１号機（最⼤出⼒33.7kW）
左：２号機（最⼤出⼒14.4kW）模式図

概略図

横掻き式多軸スクリーン

縦軸軸流水車

が回転

１月 ２月 ３月 ６月 ７月 ８月 10月 11月 12月４月 ５月 ９月

かんがい使用水量

（代掻き期）

0.59m3/s
かんがい使用水量

（普通期）

0.50m3/s

発電使用水量

2.00m3/s

発電使用水量

2.00m3/s

【期別⽔量】
新規に水利権を取得！



【小水力発電施設の概要】
最大出力 ： 455kW
年間発電量 ： 988,000kWh
最大使用水量 ： 4.00㎥/s
最大有効落差 ： 14.0ｍ
形式 ： S型チューブラ水車（横軸）
総事業費 ： 1,008,600千円
事業期間 ： 平成25年度～令和９年度（予定）
施設所有者 ： 岩手中部土地改良区
施設管理者 ： 岩手中部土地改良区

運営状況等
◆ 年間発電量は 98万8千kwh

一般家庭の年間 約330世帯分

【4,432kWh/年・世帯で算出

出典：一般財団法人省エネルギーセンター「平成24年度待機時

消費電力調査報告書」】

◆ CO2削減量約446ｔ（石油火力と比べ算出）

【738ｇ-CO2/kWhで算出

出典：電力中央研究所「日本における発電技術のライフサイクル

CO2排出量総合評価」】

◆ 発電した電力は売電し、売電収入は土地改良施設の維持管理費

等に活用
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【水路の概要（当該路線）】
江戸時代初期（約350年前）完成した農業用水路
水路名 ： 上堰幹線用水路、下堰幹線用水路
形式 ： コンクリート水路
総延長 ： 19.3㎞（幹線分）
流量 ： 上堰4.75m3/s、下堰5.99m3/s
受益面積 ： 3,598ha
施設所有者： 岩手中部土地改良区
施設管理者： 岩手中部土地改良区

【事業スケジュール】
平成25年１月 概略設計業務に着手
平成25年12月 国営かんがい排水事業採択
令和26年９月 詳細設計着手
令和２年１月 東北電力系統連系申込（令和２年６月許可）
令和３年３月 発電水利権申請（令和３年５月登録）
令和４年４月 発電所工事着手（令和６年６月完成）
令和５年10月 経済産業省FIP設備認定申請（令和６年３月認定）
令和６年７月 発電開始

発電所全景

和賀中央小水力発電所

4/25～5/14：5.987 m3/s

期別水量 農業用水

5/15～9/5：4.854 m3/s

9/6～4/24：1.220 m3/s9/6～4/24：1.220 m3/s

発電用水（農業用水に従属） ※最大発電使用量

4.000 m3/s ※

設置箇所

小水力発電施設
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【小水力発電施設の概要】
最大出力 ： 1.969kW
年間発電量 ： 7,055,000kWh
最大使用水量 ： 6.5㎥/s
最大有効落差 ： 39.73ｍ
形式 ： 横軸フランシス水車
総事業費 ： 1,469,543千円
事業期間 ： 平成27年度～令和７年度
施設所有者 ： 農林水産省
施設管理者 ： 豊沢川土地改良区

運営状況等
◆ 年間発電量は 705万5千kWh

一般家庭の年間 約1600世帯分

【4,432kWh/年・世帯で算出

出典：一般財団法人省エネルギーセンター「平成24年度待機時

消費電力調査報告書」】

◆ CO2削減量約446ｔ（石油火力と比べ算出）

【738ｇ-CO2/kWhで算出

出典：電力中央研究所「日本における発電技術のライフサイクル

CO2排出量総合評価」】

◆ 発電した電力は東北電力㈱へ売電、売電収入は土地改良施設の

維持管理費等に活用
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【ダムの概要】
国営豊沢川農業水利事業により建設した農業用ダム
河川名 ： 一級河川北上川水系豊沢川
形式 ： 重力式コンクリートダム
堤高 ： 59.1ｍ
総貯水量 ： 23,356,000m3
流域面積 ： 4,250ha
竣工 ： 昭和36年
施設所有者： 農林水産省
施設管理者： 岩手県

【事業スケジュール】
平成24年９月 概略設計業務に着手（平成26年３月完了）
平成27年８月 国営かんがい排水事業採択
平成27年12月 詳細設計・水利権申請書着手

（平成30年３月完了）
令和２年１月 東北電力系統連系申込

（令和２年６月許可）
令和３年６月 小水力発電の水利権申請

（令和３年10月同意）
令和５年12月 経済産業省FIP設備認定申請

（令和６年２月認定）
令和３年10月 発電所工事着手（令和７年６月完成）
令和７年７月 発電開始

豊沢ダム小水力発電所

小水力発電施設

放流施設
小水力発電施設

放流施設（発電時は発電施設の下流側へ放流））

設置箇所

横軸フランシス水車（大水車） フランシス水車の仕組み
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